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①地域包括支援セン
ターを中心とする体制の
充実

・地域包括支援センター
・在宅介護支援センター

②身近な地域における
相談体制の充実

・各種相談事業

③日常生活支援サービ
スの充実

・軽度生活援助事業（いきいきヘルパー）
・見守り訪問（いきいきヘルパー）
・日常生活用具給付事業
・生活管理指導短期宿泊事業（養護老人ホーム
のショートステイ）
・居宅介護慰労事業
・老人日常生活用品購入費助成事業（紙おむつ）
・緊急通報体制支援事業
・短期入所生活介護特別事業
・寝具洗濯・乾燥消毒サービス
・福祉機器等日常生活用具貸与事業
・配食サービス（ほほえみ弁当）
・友愛訪問
・介護者家族の会
・福祉車両貸し出し
・ダイニングサポート事業（配食サービス）
・養護老人ホーム
・ケアハウス

①壮年期（４０～６５歳）
からの健康づくりのため
の支援の充実

※事業は健康増進計画で掲載するため、老人福
祉計画には掲載しない

②介護予防のための事
業の充実

・通所型介護予防事業（複合教室）
・通所型介護予防事業（運動機能向上）
・通所型介護予防事業（口腔機能向上）
・通所型介護予防事業（認知症）
・訪問型介護予防事業（低栄養訪問指導）
・介護予防普及啓発事業（継続教室）
・介護予防普及啓発事業（認知症予防講座）
・介護予防普及啓発事業（認知症サポーター事
業）
・介護予防普及啓発事業（生きがいサロン事業）
・介護予防普及啓発事業（ふれあいいきいきサロ
ン事業）
・瑞穂大学脳力活性学部「おじいちゃんおばあ
ちゃんも学校へ行こう」
・生きがい活動支援通所事業（いきいきデイサー
ビス）

①社会参加による生き
がいづくりの支援

・校区別ふれあい懇談会（シルバーふれ愛の輪）
・老人クラブ
・瑞穂大学（寿学部）
・瑞穂大学（女性学部）
・彩生（再生）講座
・シニアの集い
・私の作品展・椿展
・なかよしクラブすなみ
・補聴システム貸出し事業
・瑞穂市総合センター
・老人福祉センター

③就労による生きがい
づくりへの支援

・高齢者能力活用（シルバー人材センター）

①住民参加による支援
活動の活発化

・民生委員、児童委員
・瑞穂市社会福祉協議会
・ボランティア活動
・見守り協力事業所等連携事業

②学校における福祉教
育の充実

③防犯・防災体制の充
実

・災害時要援護者登録事業

④人にやさしいまちづく
りの推進

- その他

・健康については、年間を通して体力向上できる環境を提供す
ること。
・総合病院の設置
・独居、高齢者世帯に対するカバー、独居・高齢者世帯を増や
さぬようにする社会システム、教育システムの変革。
・医療機関（利便性等）の充実

包括的支援のた
めの環境づくり

・厚生労働省は24時間対応の在宅サービス強化の方針です
が、介護人材難と、コスト面で支給限度額を増やさないと対応
できないと思われる
・単身世帯、夫婦のみの世帯、核家族の増加により高齢者を家
族のみで支えることが困難になってきている
・認知症高齢者や重介護度高齢者を抱える家族等の在宅介護
者への支援
・配食サービスは、学校給食施設を利用して拡大できないだろ
うか
・市内のバス路線の充実
・市独自で、高齢者・要介護者へ、社会福祉士・ケアマネなどの
専門職が訪問し、介護保険の申請から利用まできめ細かく説
明し、安心してもらう必要がある

・予防は大事だが、既に重介護度の認定を受けており、施設入
所を希望している人も多い
・要支援、要介護認定者だけでなく、非認定者への取り組み
・介護予防を幅広く市独自で市民の要望に応えて実施
・予防教室の受け皿の整備。予防教室終了後のアフターフォ
ロー体制等
・二次予防対象者の介護予防に対する意識、理解をどう広めて
いくか。また、相談機関への周知
・認知症の予防のため健全な時から身近にできる予備知識を
広めてほしい
・生活習慣病と並んで高齢者の低栄養による老化の進行が問
題になっている（健康管理について高齢者むけの栄養指導が
必要と思われる）

介護予防への取
り組みの充実

健康で安心して暮
らせるまちづくり

高齢者の安心を
支える地域づくり

・高齢者の増加にともない、それを支える人材育成（教育）
・社会活動に対する高齢者の関心・ニーズがあっても、きっか
けや情報の不足などがあり、具体的な活動までは結びつかな
い
・高齢者に関する福祉教育の推進（虐待防止マニュアルの確
立）
・本人よりも面倒を見る人のための情報提示（パンフレットを作
る等）
・多くのボランティア活動が必要と思われる
・誰もが参加できるボランティアを募集すること
・敬老精神の醸成

・お年寄りの方の「知恵とアイデア」を提供できる場を設ける
・世代間交流の促進→啓発（ＰＲ）…人口増加につながる
・元気だがやることがない高齢者に生きがいをみつけられるよ
うな場を提供すること
・安全で安心な高齢者のネットワーク作り
・老人クラブ等の簡素化と人数制限の検討
・高齢者の方々を少しでも家から出ていただき、いつでもみなさ
んで寛げる場があるといい
・高齢者だけの世帯の方が、生活において困ったり、心配に
なったり、不安を感じることが、少しでも緩和できること
・人と人とのつながりをどの様に作っていくかが問題
・年齢に関係なく「あいさつ」の飛び交うまちづくり
・経験豊富な高齢者の意見にも耳を傾け、力を借り協力してゆ
く。互いにできる範囲の役割があり、お互い様の気持ちが必要
だと思う。地域で支えるまち

づくり

高齢者が元気で
いきいき活躍でき
るまちづくり
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